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河野　貴代美氏からひとこと「両手に花」
「学び」と「活動」というテーマを考えていたら、もうとっくに初老期に「突入」しているわたしの
軌跡が浮かんできた。思うに、この二つのキーワードは、確実にわたしがわたしであるための両輪にな
ってきた。個人的物語を普遍化するつもりはないものの、幾分かのメッセージになることを願って書い
てみよう。
思春期に「自分とは誰なのか」「人生は何のためにあるのか」という自己形成の悩みを抱え、「自分を
照らす言葉はどこにあるのだ」というＡ・バビュルスの模索をよすがとして暗い時期を過ごしていた。
疑問への回答が心理学や精神医学にあるのではないか、という期待で精神病院に就職し、それらを勉強
した。これ自体はなかなか興味深かったものの、「専門領域」の勉強に自己や人生への回答はなかった。
当然のことである。このようなものへの回答はけっして外にではなく、自分の内側にしかない。学び
の結果わかったことがこれであった。つまり学ぶということは自分がどのように生きていくかに直接的
な答えを差し出してくれない。内側に、知らないうちに準備されている体験の蓄積を、どのようなもの
として把握し、析出し、考察するかというその手段となるものである。換言すればこのように内側に目
をむけるスタンスを醸成するものとしての学び。
賢明な読者はすぐ次の言葉がおわかりであろう。そう、内面で発見された「自分」が即「活動」に繋
がっていくのである。ここには飛躍はない。なぜなら、（再）発見された自己は、外からの「入れ知恵」
ではなく、体験の蓄積をふまえて、外の資源や情報に結び着こうとし、またそうなっていくからである。
いま学びと活動はほとんどイコールで繋がれるという表現をしたが、ひとたびこの連鎖が形成されれ
ば、それで完結と、結論するつもりはない。このような出来事自体は何度でもリピートされ、機会を選
び、動機を変え、多様に変容するものである。
ではこの逆、活動から学びのルートはないのか。そんなことはない。「動いてから考える」という傾向
をもつ人は多い。学びにも活動にも動機が必要だ。この点においてスタートは同じである。学び＝取り
入れ（イントロジェクション）と活動（プロジェクション）は多分時間差なしでたえず入れ替わってい
る、と換言してもいいだろう。
プロフィール
現 職 お茶の水女子大学ジェンダー研究センター教授
日本フェミニストカウンセリング学会代表理事
専門分野 フェミニストカウンセリング、ジェンダー論
所属学会等 日本フェミニストカウンセリング学会、日本女性学会、
日本心理臨床学会、日本社会福祉学会　等
主な著書 『dポストeフェミニズム』（共訳、作品社：2003年）
『心的外傷の危機介入』（訳、金剛出版：2003年）
『フェミニストカウンセリング　パート¿』
（編著、新水社：2004年5月刊行予定）
外　多数
平成15年度　国立女性教育会館総合テーマ
『男女共同参画社会の形成をめざした「学び」と「活動」』
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平成16年度主催事業（参加者を募集する事業）
平成16年度に実施予定の主催事業の実施計画です。発行日現在の計画なので変更する場合もあります。
事業内容等詳細につきましてはお問い合わせください。
事　業　名
2．交流事業
女性の生涯学習国際
フォーラム
生涯学習に関心のある成人男女
テーマ『生涯学習とそれぞれの「エンパワーメント」』
100名
対象・募集人員 時　　期　　等
平成16年
7月3日º～4日∂
1泊2日
女性学・ジェンダー
研究フォーラム
女性学・ジェンダー研究に関心のある国内外の成人男女
A宿泊（全日程）参加者　　　　　　　　　　350名
B日帰り参加者　　　　　　　　　　　　　　650名
平成16年
8月27日ª～29日∂
2泊3日
全国交流フェスティバル 男女共同参画社会の形成に向け、生涯学習をすすめる
団体・グループ及び個人
平成16年
10月15日ª～17日∂
2泊3日
備考
事　業　名
3．調査研究事業
ヌエック
公開シンポジウム
生涯学習に関心のある成人男女
対象・募集人員 備　　　考
女性の生涯学習国際フォーラム
の一部とする
（平成16年7月3日º）
事業予告・募集
新規事業
事　業　名
１．研修事業（日程順）
子育てネットワーク研究
交流協議会
女性関連施設
管理職セミナー
男女共同参画を進めるた
めの学校教育セミナー
国際女性情報処理研修
女性のエンパワーメント
支援セミナー
女性関連施設相談
担当者実務研修
公開講演会
国立女性教育会館
地域セミナー
A子育てネットワーク・サークルのリーダーやメンバー
B家庭教育、子育て支援行政担当者や関係者
C幼児教育、保育担当者や関係者
D子育て支援に関係する専門家（カウンセラー、医師、
研究者等）
E子育て支援ボランティア・NPO関係者
F子育てネットワークに関心のある者
女性の生涯学習関連事業を企画・実施している施設等の
所長、館長等の管理職
50名
国・公・私立の幼・小・中・高等学校（特殊教育諸学校
を含む）の教員、校長、園長及び各都道府県・指定都市
教育委員会・教育センター指導主事・研修主事
120名
アジア・太平洋地域の行政担当者・NGOの指導者（日本
を含む）
30名
∏行政担当者
A女性教育・家庭教育行政担当者
B生涯学習に関する行政担当者
C男女共同参画行政担当者
π女性教育・家庭教育に関する行政関係事業の企画・運
営に携っている者
∫女性教育・家庭教育に関する団体・グループやＮＰＯ
等のリーダー
100名
公私立の女性会館・女性センター等の女性関連施設の相
談業務担当者
60名
成人男女（公募）
地域において、男女共同参画社会の形成に資するための
女性、家庭・家族に関する取り組みを進めているリーダ
ー層等
対象・募集人員 時　　期　　等
年間3回
※国立女性教育会館を含む全国
3か所で実施する。
国立女性教育会館での実施は、
平成16年
5月29日º～30日∂
他に福岡、山形で実施（日程調
整中）
平成16年
6月15日∏～17日∫
2泊3日
新規事業
新規事業
平成16年
7月27日∏～29日∫
2泊3日
平成16年
9月27日∑～10月8日ª
12日間
平成16年
11月30日∏～12月3日ª
3泊4日
平成17年
1月26日π～28日ª
2泊3日
年間2回
（全国2地域で開催）
主催事業の一部を公開
備考
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事業予告・募集
事業の実施報告
子育てネットワーク in ヌエック
平成16年5月29日º・30日∂に、子育て
の負担が母親のみに集中する状況が緩和さ
れ、男性・女性が共に子育ての責任を果た
し、地域一体となった子育て支援を実現す
るため、重要な役割を担っている「子育て
ネットワーク」のリーダーの全国的な研修
を行う「子育てネットワーク in ヌエック」
を、国立女性教育会館で開催いたします。
テーマは、「みんなで子育て、豊かな子育
て －子育てネットワークと地域・行政・企業の連携を考える－」で、講演、分科会、
テーマ別討論・ワークショップ、全体会を行い1泊2日で実施します。
参加者の子どもを対象としたプログラムや保育もあります。
子育てネットワーク関係者、行政担当者、企業関係者、子育て支援に関係する専門
家、そして、「全国にはどんな子育てネットワークがあるのかな？」「子育てサークル
に支援活動をしていきたいな」など、関心のある方の参加をお待ちしています。
11月7日ª～9日∂の間、男女共同参画社
会づくりのための生涯学習を展開している
全国の団体・グループ等を対象に、「ヌエッ
ク2003・全国交流フェスティバル」を実施
し、700名近い参加者を得ました。
テーマを「集おう・語ろう・輪になろ
う－男女共同参画社会をめざして」とし、
国際協力の視点から、喜多悦子日本赤十字
九州国際看護大学教授による講演「難民キ
ャンプで出遭った少女たち －今、アフガニ
スタンの女性として」を行い、テーマ別討
論でも国際交流を取り上げました。
公募による62件の自由企画プログラム
にも飢えやエイズに苦しむアフリカやアフ
ガニスタンの女性の現状等、国際理解と国
際支援の視点に立つものがあり、交流及び
ネットワークづくりが積極的にすすめられ
た3日間でした。
ヌエック2003・全国交流フェスティバル
▲盛り上がるd交流の夕べe
▲白熱した議論が続くdテーマ別討論e
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国際女性情報処理研修
事業の実施報告
12月5日ª～14日∂までの10日間、
日本を含むアジア・太平洋諸国の22カ国
から29名の研修生を迎え、「国際女性情
報処理研修」を実施しました。
本研修は、女性情報に関する情報処理
研修を通じて情報処理能力を高めるとと
もに、国際的なネットワークの形成をは
かり、途上国の女性のエンパワーメント
を支援することを目的としています。
今回の研修では、講義や女性関連施設
視察を通じて女性情報の役割や日本女性
の現状について学ぶとともに、ニューズレターの制作やプレゼンテーションなど、情
報発信能力を高めるプログラムに重点を置きました。
13日ºと14日∂には、「女性情報国際フォーラム」に参加してさらに広いネットワ
ーク形成をめざすとともに、本館ロビーでポスターセッションを行い、研修の成果を
披露しました。
また、ヌエックボランティアや嵐山町国際交流協会からの協力を得て、お茶会やホ
ームビジットなどで地域との交流をはぐくめたことも大きな成果でした。
▲情報処理演習の様子
女性情報国際フォーラム
12月13日ºから14日∂にかけて、「女性
情報のグローバルなネットワークをめざし
て－女性情報によるエンパワーメント戦略
の展望と提言－」をテーマに、「女性情報
国際フォーラム」を開催しました。
13日の午前中には国際女性運動情報・資
料センター（IIAV・オランダ）のプログラ
ムディレクターである、リン・マクデヴィ
ット＝プー氏による「女性情報ネットワー
クの役割とインパクト」と題した基調講演
がありました。午後には3つの分科会（「政
策づくりに活かす女性情報」「女性情報拠点のサービスの充実と人材育成」「多様なメ
ディアによる女性情報の発信・流通」）に分かれ、報告・討議が行われました。
14日には、マクデヴィット＝プー氏及び各分科会の海外招聘専門家（南アフリカ
ジェンダー平等委員会理事のガートルード・フェスター氏、ウィスコンシン・ミル
ウォーキー大学情報学部教授のホープ・オルソン氏、太平洋地域女性ネットワーク・
フェムリンクコーディネーターのシャロン・バグワン・ロールズ氏）と、日本人コー
ディネーター、愛知淑徳大学ジェンダー・女性学研究所教授の國信潤子氏をパネリス
トとして、「女性情報によるエンパワーメント戦略の展望と提言」をテーマにシンポ
ジウムを行いました。
2日間を通じて、女性の課題とICTの活用について熱心な意見交換の場となりま
した。
▲シンポジウムの様子（14日）
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事業の実施報告
12月15日∑から16日∏
の1泊2日で、女性関連施
設の情報担当者を対象と
した「女性関連施設等ネ
ットワーク研究協議会」
を開催しました。今年度
は全国の58施設から58名
が参加しました。
メインテーマを「情報
による事業支援」をとし、
「情報からの事業計画支
援」と3つのワークショップ（A「チラシを情報源・教材として使う」B「人材情報
の収集とデータベース化」C「情報を活用した女性センターの広報と集客」）、3つの
分科会（A「都道府県・指定都市センターの役割とネットワーク作り」B「センター
を魅力的にするライブラリの収書方針」C「ライブラリの利用者拡大の工夫」）、
WinetCASS実習・レファレンス実習、全体会をプログラムに盛り込みました。
さまざまな事例発表や情報提供をもとに、参加者各自が課題解決に向けた研究討議
を行うとともに、情報交換会や自由交流などの機会も活用してネットワークを形成し、
深めました。
女性関連施設等ネットワーク研究協議会
▲ワークショップの様子
日本の女性の大学進学率は戦後上昇を続け、2002年現在で四年制進学率33.8％
（男性は47.0％）になりました。他方、大学で教育や研究に携わる常勤の女性は
14.8%（22,890人）と低い割合を示しています。
『多様なキャリアが社会を変える第１次報告　女性研究者への支援』（文部科学省、
女性の多様なキャリアを支援するための懇談会、平成15年3月）では、女性研究者
への支援の必要性と具体的方策が提言されています。
男女共同参画社会基本法の制定以降、日本学術会議をはじめ、大学や学会でも、女
性の登用等に取組んでいます。特に、これまでは最も女性研究者比率が低いと言われ
てきた自然科学の分野で、女性研究者が能力を十分に発揮できるように支援しようと
いう動きが活発化しつつあります。
ヌエックでは、このような動きに応じ、学問分野を越えた女性研究者の情報交換と
ネットワーク化の促進を目的に、「女性研究者ネットワーク支援のための懇談会」を
開催しました。柏木恵子文京学院大学教授を座長に、社会科学、人文科学、自然科学、
医学の分野から参加いただき、3月には中間報告を行う予定です。
この成果は、ヌエックのホームページや主催事業の中で公開し、活用していきます。
女性研究者ネットワーク支援のための懇談会
調査研究事業報告
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平成15年度は、ヌエックボランティアの活動の見直しを挙げ、活動をスタートしました。
そのために、平成15年度登録ボランティアに対してのアンケートの実施、アンケートをもと
にした研修及び活動研究会を実施し、検討をすすめてきました。
11月の活動研究会は、今年度の6名の企画運営委員とボランティア担当職員で意見を出し
合い、「認めあい、学びあい、育ちあう、ヌエックボランティアの仲間達 ―今、かわらないと
…ボランティアリニューアル―」をテーマに実施しました。「独立行政法人国立女性教育会館
について」の講義と、「会館のビデオ視聴及び施設見学」、「会館広報のワークショップ」を行
い、さらに1月の研修では、具体的に活動要領の見直し案を、ボランティアと職員で話し合い
を行いました。
26年目を迎えたヌエックボランティアは今、男女共同参画時代のボランティアへの歩みを
進めています。
ボランティアコーナー
「非婚」とは、「生き方として、結婚しないことを主
体的に選択すること」（広辞苑第5版）を意味します。
国勢調査、国民生活基礎調査などの政府統計では「非
婚」という表現は使われておらず、（法律上の）既婚か
未婚かによって婚姻率が把握されています。ヌエック
で編集した『男女共同参画統計データブック』では、
政府統計で「未婚」とされている数字の中に、意識的
に結婚しないことを選択する層が含まれるとみなし
「未・非婚」という表現を使っています。
2000年現在で25歳から29歳までの未・非婚率は女性54.0％、男性69.3％、30歳から34歳
までの未・非婚率は女性26.6％、男性42.9％と、男性の未・非婚率が女性のそれを上回って
います（図参照）。
出生動向基本調査（独身者調査）では、生涯における結婚の意思について質問しています
が、第11回調査（1997年）では、「一生結婚するつもりはない」と答えた割合は女性4.9％、
男性6.3％と15年前の第8回調査（1982年）の女性4.1％、男性2.3％にくらべるとわずかな
がら増加し、男性の増加率は女性を上回っています。結婚することを当然とする意識は、若
年層、とくに男性において少しずつ変化してきているようです。
男女共同参画統計データ その2 未婚化・非婚化
ことばの基礎知識
情報ネットワーク
ヌエック女性教育情報センターで所蔵している資料の検
索ができる「文献情報データベース」が、平成16年1月、よ
り便利になりました。今までは、図書、地方行政資料、和
雑誌記事、新聞記事の4種類からの検索でしたが、それに加
えて、3000タイトル以上ある雑誌の検索ができるようにな
りました。また、発行年月日で探せるようになりましたの
で、新聞記事の日付を限定した検索ができます。
http://www.nwec.jpから「文献情報データベース」にア
クセスして、ご活用ください。
文献情報データベースが変わりました！
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出所『国勢調査』
寄附者（敬称略） 寄附月 寄附の目的
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●利用案内
※　休館日（平成16年3月～7月）
3月 1日（月）・31日（水） 4月11日（木）・19日（月） 5月10日（月）・17日（月）
6月 7日（月）・21日（月） 7月25日（月）・20日（火）
注）A休館日前日の宿泊と当日の朝食は御利用になれます。
B電話の他FAX・e-mailでも利用相談を行っています。
C会館ホームページではいつでも施設の空き状況等が御覧になれます。
【申し込み専用電話番号】 電話：0493－62－6723 ファクス：0493－62－6720
※お申し込みの電話につきましては上記専用電話番号におかけ願います。代表番号におかけいただいてもお繋ぎできない場合がござ
います。また、申込み集中時にはしばらく時間をおいてからおかけ直しくださいますようお願いいたします。
ヌエックではより充実した業務遂行のための経費に充てるため、寄附金を含む外部資金を受
け入れております。今後とも、事業の充実、運営の改善及びサービスの向上に努めてまいりま
すので、皆様方の暖かい御篤志を賜りますよう何とぞよろしくお願い申し上げます。
◎寄附金に対する問い合わせ
は総務課へ
一定の金額までの寄附金につ
いては、法人及び個人の場合
ともに税法の規定により、所
得から控除されます。
●主な利用団体（平成15年11月～平成16年1月） ●展示コーナー
11月
15日
15日
15日、12日
14日～15日
14日～15日
16日
16日～17日
21日～22日
22日
22日～23日
22日～23日
25日
25日
25日
29日～30日
12月
19日
21日～23日
21日～23日
平成16年１月
10日
10日～11日
11日
20日～21日
24日
31日～2月1日
●寄付金受け入れの報告
「女性が健康であるために」
女性の健康に関する問題の多くは社会的な役割への期待
に起因していますが、いくつかの医療機関では、女性専用
外来を設ける取り組みが始まっています。女性と健康をと
りまく今後の課題について考えるための資料を、一階エン
トランスホールに展示中ですので、是非ご覧ください。
＊展示資料例
「女性外来がよくわかる本：女医さんに診てほしいあなたへ」
「体と心のSOSを見逃さないで： 女性医師による働く女性のための
専門外来」
「医療の場での女性の傷つきの経験調査報告書」
７月
平成15年度埼玉県市町村社会教育委員研究大会
JICA専門家養成研修社会ジェンダー調査手法実践コース
富岡市役所市民生活部生活環境課
福岡県ちくご女性の翼
お茶大化学科合同研修会
七つの祝い（嵐山町）
富山県滑川市連合婦人会
埼玉県介護療養型医療施設研究会
嵐山町民生児童委員協議会
埼玉県障害児通園施設協議会宿泊学習会
第6回2003年度8大学合同パワーエレクトロニ
クス研究会
第2回小中学校人権教育担当者研修会（埼玉県）
練馬区青少年育成地区委員会連合会長会研修会
川越市女性会館運営委員会委員視察研修
第21回埼玉保育のつどい
日本精神科看護技術協会埼玉県支部
大妻嵐山高校冬期学習合宿
薬学教育者FDワークショップ
歌と朗読の集い（比企教育事務所）
社団法人日本青年奉仕協会
平成16年成人式（嵐山町）
埼玉県シルバー人材センター連合会西部ブロック
事務局長会
全埼私幼連西部ブロック保育実践研究協議会
埼玉県教職員組合
編 集 後 記
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この紙は再生紙を利用しています。
b平成15年度最後のヌエックニュースです。今年度も御愛
読いただきありがとうございました。
b今号の3ページに来年度の事業計画を載せています。男女
共同参画社会の促進に資するため、会館は来年度も様々な
事業を展開し、皆様と共にがんばっていきたいと思います
ので、よろしくお願いします。
bもうじき、寒かった冬があけ、芽吹きの春がやってきます。
生命力にあふれる会館へ是非一度お出でください。皆様と
会えることを職員一同お待ちしております。
廣瀬　育生 平成16年1月 国立女性教育会館の広報充実のため
